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矢櫃ダム

磐井川

一迫川

二迫川

三迫川

胆沢川
岩手宮城内陸地震における天然ダム位置図

岩手県④

岩手県③

岩手県②

岩手県①

宮城県⑦

宮城県①

宮城県②
宮城県③

宮城県④

宮城県⑤

宮城県⑧ 宮城県⑨

岩手県⑤

宮城県⑩

②堰止長

①堰止幅

■堰止幅、堰止長

（宮城県②浅布地区の例）

宮城県⑥

箇所名：岩手県①（小河原地区）
①堰止幅：約30m
②堰止長：約60m
概算崩落土砂量：約20千㎥

箇所名：岩手県③（槻木平地区）
①堰止幅：約60m
②堰止長：約160m
概算崩落土砂量：約80千㎥

箇所名：岩手県④（須川地区）
①堰止幅：約130m
②堰止長：約280m
概算崩落土砂量：約390千㎥

箇所名：岩手県⑤（産女川地区）
①堰止幅：約200m
②堰止長：約260m
概算崩落土砂量：約12,600千㎥

箇所名：宮城県①（坂下地区）
①堰止幅：約20m
②堰止長：約80m
概算崩落土砂量：約90千㎥

箇所名：宮城県②（浅布地区）
①堰止幅：約220m
②堰止長：約220m
概算崩落土砂量：約300千㎥

箇所名：宮城県③（小川原地区）
①堰止幅：約200m
②堰止長：約520m
概算崩落土砂量：約490千㎥

箇所名：宮城県④（温湯地区）
①堰止幅：約80m
②堰止長：約580m
概算崩落土砂量：約740千㎥

箇所名：宮城県⑤（湯ノ倉温泉地区）
①堰止幅：約90m
②堰止長：約660m
概算崩落土砂量：約810千㎥

箇所名：宮城県⑥（荒砥沢地区）
堰止幅：　　　　－
堰止長：　　　　－
概算崩落土砂量：－

箇所名：宮城県⑦（沼倉地区）
①堰止幅：120m
②堰止長：300m
概算崩落土砂量：約270千㎥

宮城県⑦

宮城県⑨

箇所名：宮城県⑩（川原小屋沢地区）
①堰止幅：約170m
②堰止長：約400m
概算崩落土砂量：約210千㎥

箇所名：宮城県⑧（湯浜地区）
①堰止幅：約200m
②堰止長：約1,000m
概算崩落土砂量：約2,160千㎥

箇所名：岩手県②（市野々原地区）
①堰止幅：約200m
②堰止長：約700m
概算崩落土砂量：約1,730千㎥

降雨等により流路が形成される等、河
道閉塞（天然ダム）箇所における決壊の
危険性が低いもの

河道掘削及び床固工工事により河道閉
塞（天然ダム）箇所における決壊・氾濫
の可能性を低下させるもの

河道閉塞（天然ダム）箇所における決壊
の切迫性は小さいものの、今後の降雨
に伴う土砂の流出に備え、下流で待ち
受け施設を確保するもの

凡例

駒ノ湯

箇所名：宮城県⑨（沼倉裏沢地区）
①堰止幅：約160m
②堰止長：約560m
概算崩落土砂量：約1,190千㎥



○湯浜地区（宮城県栗原市）

直轄砂防災害関連緊急事業の実施状況

河道断面の拡幅を鋭意作業中 （本復旧）

■夜を徹した仮排水路掘削作業

地震により道路が寸断され、現地に近づくことが出来なかったため、9月になり工事用道路造成に着手。
本年度も6月末まで工事用道路を造成し、河道閉塞箇所の仮排水路整備に着手した。

　 　7/9採択

　　　9/29工事着手

工事用道路造成

▲12/2工事用道路施工一時中止

湯
浜 監　　視

　4/16本復旧工事契約

本復旧（排水路）

河道閉塞箇所における直轄砂防災害関連緊急事業　スケジュール　

６／１４ 地震発生
　６／１６当初示達

１１ 月 ３ 月１ 月 ２ 月７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １２ 月６ 月
地区名

平成２０年度

１０／１６

５ 月 ６ 月

平成２１年度

１２ 月７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月４ 月

工事用道路 本復旧（排水路工）

■被災直後の状況

■本復旧（排水路工）の状況■完成した工事用道路（8月17日撮影）

■緊急水位監視システム（投下型）

■平成21年8月17日撮影

■緊急水位監視システムのヘリによる投下



 

湯浜（雨・県）

湯浜地区監視カメラ

⑧湯浜地区

湯浜地区水位
計

⑤湯ノ倉温泉地区

湯ノ倉地区水位計

湯ノ倉地区監視カメラ

⑩川原小屋沢地区

④温湯地区

土石流センサー（県）

温湯水位計

温湯雨量計（県）

温湯地区監視カメラ

③小川原地区

浅布水位計

②浅布地区

①坂下地区

山内水位計（県）

本沢雨量計（県）

土石流センサー

⑨沼倉裏沢地区

⑦沼倉地区

耕英（雨・県）

駒ノ湯（雨・気）

土石流センサー（WS)　（国）

監視カメラ（国）

水位計（国）

凡　　例

雨量計（県）

■温湯水位計

■温湯地区監視カメラ

■土石流センサー

■栗原市への画像提供

迫川・三迫川　監視体制

湯浜地区
温湯地区



天然ダムに関する警戒避難体制の実際
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天然ダムが引き起こす災害

天然ダムが形成された場合、上流部では浸水による被害、下流部では閉塞部の越流・決壊による

土石流・洪水、崩壊部の拡大崩壊など、甚大な二次災害が発生する恐れが生じる。
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湯ノ倉温泉

【上流域の浸水】 【下流域の流量増】

Ｈ１７年
宮崎県耳川流域

Ｈ２０年岩手・宮城内陸地震 （湯ノ倉温泉地区） 2



栗駒ダム

×沼倉裏沢地区
（６／１９確認）

×

沼倉地区
（６／１5確認）

沼倉地区沼倉裏沢地区

【広域に多数の崩壊箇所形成】

・崩壊箇所が多数（約３，５００箇所）
⇒調査のための経験、技術力が必要

６月１５日特定 ⇒ １１箇所

６月１９日特定 ⇒ １５箇所
平成20年岩手・宮城内陸地震に係る土砂災害対策技術検討委員会資料

【課題と今後の対応】

・天然ダム調査のためのヘリ確保が困難
⇒調査体制（人員、ヘリ等の機材）確保が必要

【天然ダムの位置】

崩壊箇所の分布状況 （約３，５００箇所）

震源

沼倉地区の天然ダム

複数の崩壊箇所を持つ範囲から２箇所を特定に時間を要した。

地上からアクセスが困難、多数形成される中で

早期に発見することが必要。

岩手・宮城内陸地震における天然ダム調査 【位置の特定】
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398
宮城県

岩手・宮城内陸地震における天然ダム調査 【現地調査】

国道398号 工事用道路

L=1,170 m、高低差200m

河道閉塞箇所
（湯浜地区）

天然ダムの調査においては、道路の被災や、道路から天然ダムまでの道がない等の理由で、天然ダムへの地上
からのアクセスは非常に困難であった。

下写真位置下写真位置

ヘリによる調査が主体となった 被災直後の天然ダム越流部の現地調査は、
ヘリで天然ダム箇所へ降下し実施道路が被災したため付近に到達することも困難

宮城県栗原市花山温湯地区
被災状況：路面崩壊（Ｌ＝約１００ｍ）

国道から天然ダムまでは道路がなく、
工事用道路が完成するまでは、アクセスが非常に困難であった。

4



湛水部
崩壊部

流下方向

閉塞部

②湛水位
・湛水位

③湛水部への流入量
・流量
・湛水位
・雨量

④閉塞部の侵食状況
・ 侵食速度、量

⑤閉塞部の流出量
・流量

⑥崩壊部の状況
・前兆現象
・斜面変位

⑦土石流発生監視
・土石流発生検知

①閉塞全般の状況
・規模、形状、形態、範囲など

岩手宮城内陸地震における天然ダム監視

天然ダム形成後の二次災害を事前に予測し、適切に対策を講じるために、全体状況、湛水位、湛水部へ
の流入流量、閉塞部の監視を実施。

5



⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

・市野々原、湯ノ倉地区では伸縮計を設置したが変状は見ら
れなかった。

・その他の箇所においては目視により観測を行った。

・目視判読

・地表伸縮計、地上測量

・二次崩壊の前
兆現象

・斜面変位

崩壊部の状況の監視

・天然ダム直下流で水位監視ができなかった。・流速計、浮子、監視カメラ

・水位標、水位計、地上観測

・流量閉塞部からの流出流量
の把握

・ワイヤーセンサーを中心に観測を実施

・誤作動への対応が必要

・ワイヤーセンサー、振動セン
サー

・目視判読、監視カメラ

・土石流の発生閉塞部決壊による土石
流発生監視

・水位計による監視を実施。

・湛水位の把握に投下型水位計を使用したが、事前の準備
が無く時間を要した。

・水位標、水位計、地上測量・湛水位湛水位の監視

・LPデータを活用してH-V曲線を作成し、水位データまたは
目視から流入流量を把握した。

・流速計、浮子、監視カメラ

・水位標、水位計、地上観測

・雨量計

・流量

・湛水位

・雨量

湛水部への流入流量の
把握

・ヘリによる定期的な監視を実施。

・全体状況が把握できるような監視カメラの設置が困難で
あった。

・目視判読、監視カメラ

・地上測量（地上型レーザス
キャナ、トータルステーション、
簡易レーザ）

・浸食速度・量

・変状

河道閉塞部の監視

・ヘリによる定期的な監視を実施。

・全体状況が把握できるような監視カメラの設置が困難で
あった。

・目視判読、監視カメラ・閉塞部、湛水部、
崩壊部

河道閉塞全体状況の監
視・把握

対応内容と課題手法・観測機器監視項目監視の目的

岩手宮城内陸地震における天然ダム監視 【項目・手法・観測機器】

※①～④は重要な監視項目
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岩手宮城内陸地震における天然ダム監視 【ヘリコプター監視】

○天然ダムのヘリコプター監視を震度４以上の地震発
生時や異常出水、降雨の状況等により適宜実施。

飛行ルート図

※ヘリコプターによる天然
ダムの監視は、東北地方整
備局配備のみちのく号ほか
計４機により、発災後これ
まで計４７回実施。

監視結果（個票例）

7



投下型水位観測ブイ　測定データ（湯浜地区）

517.4
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517.8

518.0
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水
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（
m

特にアクセスが困難であった迫川上流部の湯浜地区の湛水部に投下型水位観測ブイを設置

湯浜地区の河道閉塞状況

①ブイとケージの外観 ②ヘリコプターに積み込み ③ヘリコプターで湯浜地区まで輸送

④ヘリコプターから設置 ⑤設置完了、直ちに観測開始

観測データ 東北地方整備局に配信中

河道閉塞部において

迅速、安全、簡単に

湛水位観測が行えることが確認されました。

湯浜地区

震源

一迫川

三迫川

二迫川

磐井川

花山ダム（臨時へリポート）
栗原市

一関市

位置図

湯浜地区

震源

一迫川

三迫川

二迫川

磐井川

花山ダム（臨時へリポート）
栗原市

一関市

位置図湯浜地区 位置図

※画像提供：東北地方整備局

●今後の課題● 小型化、投下・展開機構改良、web閲覧化、大水深への対応など

岩手宮城内陸地震における天然ダム監視 【投下型水位観測】
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《 調 査》
（定性的評価）

・位置の特定

・現地調査

・形状把握

（高さ・幅・長さ等）

《危険度評価》 《調査・測量》

航空ﾚｰｻﾞｰ

測量

縦横断図

Ｈ－Ｖ図
（水位-湛水量）

諸元整理

《専門家の現地活動》

危険箇所

緊急点検

ヘリ調査⇒記者会見

ヘリ調査⇒記者会見

集落付近
斜面調査

技術指導（センサー）(宮城県）

捜索地点の安全確認（宮城県警）

石淵ダム周辺技術指導

（東北地方整備局事務所）

《危険度評価》

・決壊時の流量

・下流の流下能力

・氾濫の影響検討

危険度評価結果
概略とりまとめ

ヘ
リ
調
査
（
毎
日
実
施
）

６月１５日（日）

６月２０日（金）

６月２２日（日）

６月２４日（火）

６月２７日（金）

６月２９日（日）

７月 １日（火）

７月 ３日（木）

７月 ４日（金）

７月 ２日（水）

６月３０日（月）

６月２６日（木）

６月２８日（土）

６月２５日（水）

６月２３日（月）

６月１９日（木）

６月２１日（土）

６月１８日（水）

６月１７日（火）

６月１６日（月）

６月１４日（土） 技術指導（ヘリ調査）地震発生

災関採択
市野々原ほか
（３箇所）

災関追加採択
（３箇所）

現地調査

現地調査

民家裏がけの亀裂調査（栗原市）

技術指導（監視体制）

危険度評価検討

・決壊時の流量

・下流の流下能力

・氾濫シミュレーション

・・・ 天然ダムに直接関係
しない依頼

技術指導（緊急点検）

異常流入
（荒砥沢ダム） 現地調査

異常流入
（栗駒ダム）

現地調査

災関追加採択
（1箇所）

6/15 11箇所
6/19   4箇所
計 15箇所

岩手・宮城内陸地震における天然ダム調査（危険度評価）の経過

天然ダムの湛水による上流域の水没、天然ダムの決壊による被害が予想さ
れた。このため危険度評価を行い、決壊までの時間、被害想定範囲を設定。

【課題】 迅速なとりまとめ
・適切な位置、形状の把握
・天然ダム周辺の状況把握
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・ 地震発生後から、天然ダムの対策状況について、住民の方々への説明会の実施や報道機関

を対象とした現地合同取材を開催。
・河川の増水等が発生した際に迅速な対応や関係機関の連携が図られるよう、市・県等関係
機関と合同で情報伝達訓練・避難訓練を実施。

現地合同取材栗原市への説明情報伝達訓練状況 情報伝達訓練と合わせ実施の避難訓練記者会見状況

県 提供事項 平成２１年度 備考

６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

岩手県 工事説明会 住民への災害復旧説明会等（5回）

カメラ画像情報提供 6/22から一関市へ提供

情報伝達訓練等 情報伝達訓練（1回）

現地合同取材（報道機関） 報道機関への現地合同取材（6回）

記者会見 現地調査結果についての記者会見（1回）

宮城県 工事説明会（花山・栗駒） 住民への災害復旧説明会等（8回）

カメラ画像情報提供 6/22から栗原市へ提供

栗原市への説明 河道閉塞箇所調査結果等を栗原市へ説明（5回）

情報伝達訓練等 情報伝達訓練（3回）

現地合同取材（報道機関） 報道機関への現地合同取材（3回）

記者会見 対策工法や現地調査結果等についての記者会見（13回）

平成２０年度

地元及び報道機関への情報提供等
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